
岡崎市長　内田  康宏

岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」

そう思えるまちづくりを
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市民サービスの向上に向け、
窓口・電話受付時間を変更します

窓口・電話受付
時間の変更につ
いてはこちらから

　本市では7月1日㈬から、市役所本庁舎、各支所、保健所、消防本部（消防署所含む）の
窓口と電話の受付時間を、9時から16時までに変更いたします。この変更は市民サービスの
向上に向けた重要な一歩です。人口減少社会へと変化してきた今であるからこそ、質の高い行
政サービスを提供し続けるため、受付時間を短縮することで生み出される時間で業務のデジタ
ル化や効率化を進め、人員の確保・育成を積極的に行いたいと考えています。
　これまでも、市ホームページを誰もが利用しやすく、目的とするページに迷わず、速やか
にたどり着けるようにリニューアルしたほか、AIチャットボットの導入、さらにはマイナ
ンバーカードを活用した証明書コンビニ交付サービスや、オンライン手続きの拡充などにも
取り組んでまいりました。今年度には、市へ電話した際の一次解決の窓口となる総合コンタ
クトセンターの導入など、市民の皆さまの利便性向上に努めてまいります。ご理解とご協力
をいただきますよう、お願い申し上げます。

　4月12日、岡崎城西高等学校美術部から岡崎市へ等身
大ふじ子像を寄附していただきました。元々は令和6年度
の文化祭の展示物として段ボールで制作した作品でしたが
「学校以外の場所でも展示をして岡崎市のPRをしたい」
という思いから分解して持ち運べるように繊維強化プラ
スチックで作り替えることに。そんなさなかにふじ子が亡
くなり、岡崎市へ寄附をしていただくことが決まりました。
　「大きな作品を作って文化祭で目立ちたい！」と始まった
城西高等学校美術部名物の巨大造形。“岡崎ならではの
大きなもの”から連想され、ふじ子が題材になりました。
30人を超える部員全員が共通して大切にしたことは「ふじ
子らしさを表現すること」だったそう。「巨大造形はチーム

戦です。個々が良いものを
作っても一体感が無ければ成
立しません。肌のしわひとつを
紙で表現するにも、実際のふ
じ子をくまなく観察したり写真
や資料をみんなで共有したり

して、別の部員が作ったものとつなぎ合わせても違和感が
ないよう細部までこだわりました」と話します。ふじ子に
寄り添い制作に打ち込んだ期間は約2年間。愛らしい瞳、
しわがよった皮膚の質感、砂浴びが好きだったふじ子ら
しく砂がかかった背中、まるで本物のように再現されて
います。「ようやく完成した安心感でいっぱいでした。
また、家族やクラスメイトから『ふじ子像を見に行った』
とか『ふじ子のことをもっと知りたくなった』と声をか
けてもらい、目標としていた岡崎市のPRにつながった
気がして本当にうれしい」と達成感に満ちあふれます。
　ふじ子像制作時には後輩だった部員は学年が上がり
最年長として部を引っ張っていく存在になっています。
「これまで先輩たちからたくさんのアドバイスや指示を
いただけたことが私たちの支えになっていると実感した」
と話します。また「先輩たちの姿を見習い、後輩たちを
支え、新しい制作を成功させたい」と頼もしい姿もみせ
ます。ふじ子像制作の経験は部員を大きく成長させ、今
後の制作の糧となっていくことでしょう。

https://www.city.okazaki.lg.jp/shisei/vision/1008273/1014211.html

